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  今年度の活動発表を県内外でしてきました。報告します。 

初めての参加の大人のフォーラム。琵琶湖にそそぐ県内での川づくり活動を教えてもらいました。

川を通して、ふるさとのの話、人のつながりなど、将来に向けて、安心して住み続けられる環境つ

くりのために子どもや大人の役割、継承をどうしていったらいいか、の課題の提議がありました。 

内容は、水防、自主防災、世代間交流、新住民と旧住民の協働などが取り上げられていました。

キーワードは、“命・絆・愛”ではないかとのお言葉が片寄先生からありました。やまえこは復活

選考にて、知り合いから多くの票をいただき、最終選考の全大会で再度、活動をピーアールできま

した。現在では、本格的な川づくり体験はあまりしていませんが、地域やふるさとのいい所探しを

して、お金では買えない本当の豊かな暮らしを子ども達と一緒に考えてきましょう。  

 

 

 

 

 

 

やまえこは 3 回目の参加になる近畿の子ども交流会。今年は、はるばる兵庫の三田まで行って

きました。他の団体やグループは、学校中心で地域に発信している活動が多くありました。 

午後からの全体交流会では、自分達のグループが考えた残したい生き物 を他の団体のグループ

の仲間達と考え発表をしました。やまえこたちが出した残したい生き物は、『アユ』でした。そし

て、その生き物を増やすために必要なことを考えました。やまえこは、『いろいろな人に興味を持

ってもらう』「環境を整える」などの意見を出しました。短い時間の中で交流はできませんでした

が、全体会で挙手し発表することは、いい経験になったと思います。『川』ネタは、山内にはたく

さんあります。何ができるかな？ 

 

 

 

 

 

 

 自分達の活動を通じて、地域を発信しています。 

淡海の川づくりフォーラム   24.1.28     

近畿 子ども水辺交流会  in  兵庫  24.2.4 
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